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は し が き

近年 、本市 において も、文化 財 に対 す る認識が急速 に

高 まりつ つ あ り、有 形 。無形 を問わず 、そ の記録 ・保存

。保護につ いて全市民 的に考 え られて まいってお ります。

本 教育委員会 といた しま して も、積 極的に この こ とに取

組 みつ つあ る ところで あ ります。

ここに報告す る清児隧 道遺 跡は、 水間電気 鉄道株式会

社 の計画 す る宅地 造成 に伴 い、その 用地 内に所在 す る遺

跡 につ い て発掘 調査 した もので 、祖先 の農業用水確保へ

の苦労 と知慧 に あらた めて感謝す るとともに 、その掘 削

のため に犠 牲 とな られ た人た ちの冥福を心か らお祈 りす

る もので あ ります。

この発掘調査 に あた り、大 阪府 教育 委員会 のご指導 と、

本市 文化 財委員 の各 位の積極 的な ご協力をいた だ き、 ま

た水間電気 鉄道株 式会 社が 文化 財につ いての深 い理解を

示 された こと、 さ らには発掘 調 査の 困難な仕事 を献 身的

に進め て くだ さった人たちの文化 財へ の熱情 とご努力に

つ きまして、厚 く感謝の意 を表 します。

今後 とも文化 財 の保護 とその活 用 につい てい っそ う努

力す る所存で あ りますので 、市 民各 位の ご協力 をお願 い

いた します。

清 児隧 道遺跡調査会

理事 長 ノ亅丶 川 研 ニ
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例 言1.本 報告書 は、清児隧道 遺跡調査会 が、水 間電 気鉄道

株式会社 の委 託を 受けて実施 した 貝塚市清 児町に所

在す る清 児隧 道遺 跡の発掘 調査報 告書で あ る。

2.調 査 は貝塚市文化 財調査員、調 査部長 南川孝 司氏、

調査員 福西正幸 氏を担当者 とし、元興寺 仏教民俗 資

料研 究所考古学研 究室 の 岡本 一士 氏、兼康保 明氏の

援助 を頂いた。

3.現 地 の調査 は昭和49年6A20日 着手 し・7月28

日終了 した。

4.本 調査報 告作成 の聞 き取 り調 査に あた っては件 番水

利組 合委 員、桝谷 恭吉、佃 七雄 、西 出良太郎、古川

義 一、麻生郷 水利組合委員 、 中塚栄 三郎、木 島水利

組合委 員 、木楽寛一 、藪 内末吉 の各 氏をわず らわ し

た厚 く感 謝の意を表わ す。

5.本 調査報 告書 の執 筆につ いては、第1章 を福 西正幸

氏、第4章 を兼康 保 明氏が担 当 し、他 の各章 は南川

孝 司氏が あた った。

6.本 調査報告 書の 図版の作成に は、兼康保 明、 岡本一

士の両氏 、写真撮 影 には渡辺慎 次郎氏 があた った 。

7.本 調査 にあた っては、写真 、実測 図等 の記録 を作 成

す ると共に カラー ス ライ ドを作成 した。広 く利用 さ

れ る事を望 む次第 であ る。
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第1章 調 査 に い た る 経 過

水間電 気鉄道株 式会社 よ り大阪 府教 育委員 会 に対 して、新た に 計

画 す る名越、清 児両町 にまた が る宅地 造成 につ いて用 地 内の埋 蔵文

化財 の分布調 査の依頼 があ った。用地 は員塚市清 児町及 び名越 町に

またが る地域 で 内に 田畑、山林等 を含 む ものであ る。用地 内には周

知 の遺跡で あ る高井 天神廃寺跡 と高井 城址 の復合遺跡が あ り、分布

調 査 に於 いて新た に用 水隧 道跡 の存 在 が明 らかになった 。大阪府教 育

委 員会文化 財保 護課 は水間電気 鉄道株 式会社 と遺跡 の取 り扱 いにつ

い て協 議を もち、高井天神廃寺 跡及び 高井 城址 は公 園用地 として保

存 し用 水隧道 跡は調査 を実施 す る事 にな った。清 児隧 道遺跡調 査会

の発 足 と共 に水間電気鉄 道 株式会社 よ り事業 が委託 され、調 査は 昭

和49年6月20日 着 し、 昭和49年7月28日 現地調査 を終了 し

た。

第2章 遺 跡 の位 置 と環 境

清児隧道 遺跡 は員塚 市の 中央 を東西 に貫 通す る近木川 のほ ぼ中流

北岸 の清 児町 に位置 す る。即 ち、水 間電鉄 の清児駅 か ら南方 の清 児

共同墓地 よ り近 木川 件番井堰 に 向か うと河 岸段丘 の雑 木林の 中に設

け られてい る。 同遺跡の位置 す る清 児町は、倭 名類聚 抄に記 載 され

る和 泉郡木 島郷 の地域で あ り、 中世 の木 島庄 であ る。隣接 す る石才

及 び近木川 南岸の地 は 日根 郡近義郷 の地域で あ り、 中世 の高 野 山領

として知 られ る近木庄 で ある。 同遺跡 の北方 に位置 す る海 岸寺 山及

び、そ の一 帯の地 域は繩文晩期 か ら中世 に至 る多 くの遺跡が所 在す

る。同遺跡 の東方 約300xnの 地点 には復 合遺跡 として周知 の高井

天神廃寺(平 安末 期)、 高井 城址(戦 国時代)が あ り、近木川 南岸

に は河 池遺跡(弥 生時代)や 高井城耻 と共 に根 来寺衆 によ って設け

られた千石堀城 址、積善寺城 址が あ り、貝塚 市の古代、 中世史 を解

くに充分 な文化 財が散在 してい るので ある。
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第3章 調 査 日 誌 抄

6月20日(晴)

現状写真撮 影 。午 後 よ り天井上 部の土砂除去 を始め る。

6月21日(曇 のち雨)

天井上部 の土砂除去を完 了。天井 板石 の両肩 には、 ジヤ リ石 が

一面 に敷 ぎ詰 め られて いた。午 後か ら雨にな り、作業 中止 す る。

6月22日(晴)

午前 中土砂 の運搬作業 を行 な う。午後か ら隧道 内 の平面掘 り下

げを行 な う。

6月23日(曇 のち雨)

隧道 内の平 面 掘 り下げ を進め底 部を確認 する。隧道 に続 く井 水

路 の発掘 にかか る。

午後か ら雨にな り作業 中止す る。

6月24日(晴)

天井 上部 の清掃 を行 ない実測 にかか る。隧道 内底部 の検 出を行

な う。井 水路の 出 口確 認のた め隧 道 より15鵬 地点 で トレンチ

を入 る。井水路の発掘 を進 め る。井水 路内の両側 は玉石 によ っ

て石垣 が積 まれそ の基 礎 に松 の原木 が使用 され ていた。

6月25日(晴)

隧道 内の排水作業、石 垣 の清掃 を行 ない石垣 の実測 にかか る。

井水 路の 出 口確 認 のた め トレンチを入 たが現井水路 の新設時に

一部破壊 されて お り表 土下26cmの 所で右側の玉 石積 みの石垣

を確認 す る。

清掃 後写真撮 影完 了

6月26日(曇 のち 雨)

隧道 内の排水作業 を行 ない石垣 の実測を行 な うが雨に な り中止'

す る。

6月27日(雨)

1こ の間種 々の事 情に よ り作業を 中断 す る。

7月26日(晴)

排水 作業を行な う。

7月27日(晴)

石垣 の実測完 了

7月28日(晴)

写真撮影 を行 ない調査 完了。
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第4章 遺 構

(1)隧 道 の 規 模 と構 造

調 査 を 実 施 した 地 点 に お い て 、 水 路 の外 形 的 な 様 相 は3つ に 分 け

る こ とが で き る。

まず 調 査 地 域 内の 上 流 に あた る部 分 で は 、 地 山 の 粘 土 層 に 高 さ 約

1.85m、 幅 約0.9mの 通称 「きつ ね ぼ り 」と呼 ば れ て い る トンネ

ルを 利 用 した 水 路 が 水 源 まで 掘 られ て い る。 「きつ ね ぼ り 」の 正 面

外 形 は縦 長 で 、 天 井 部 は 丸 味 を も った ドー ム形 で あ る。 また 壁 面 に

は 、 トンネ ルを 掘 り抜 く際 に使 用 した 工 具 の 刃 の 跡 が 各 所 に残 って

い る。

「ぎつ ね ぼ り 」の 出 口 に あ た る部 分 か ら、 水 路 の底 面 が これ まで

よ り も約15.0㎝ 程 急 に深 くな る。 この 部 分 よ り下 流 は 、 まず 地 山

の粘 土 層 の 掘 り割 り部 分 が 約0.8m程 続 く。 さ らに そ の 先 約3.5m

の 間 は 、 水 路 の 両 側 面 に割 石 を 積 み あ げ て石 垣 を 築 き、 そ の 上 に5

枚 の 天井 石 を横 に 並 べ て覆 った 暗 渠 に な っ て い る。 暗 渠 の 高 さは 約

2.Om、 幅 は底 面 で 約0.8m、 天 井 部 で 約1.3m.。 天 井 石 は 縦 約0.

5m、 横 約1.85m、 厚 さ約13.0㎝ を 測 る。 暗 渠 の 正 面 外 形 は

「きつ ね ぼ り 」と同 じ く縦 長 で あ るが 、 水 路 底 面 の 幅 が 天 井 部 の 幅

と比 較 して狭 い た め に擂 鉢 状 を 呈 して い る 。 石 垣 に 使 用 され て い る

石 は 、 方 形 を した 花 崗岩 の 割 石 が と りわ け 多 く使 わ れ て お り、 そ れ

らの 中 に は石 の 稜 線 部 分 に 楔 を打 ち 込 む た め に 彫 っ た 長方 形 の 穴 の

跡 が 残 って い る も の も見 られ る石 垣 の 積 み 方 は 、 割 石 の 面 を 互 い に

組 み 合 わ せ て積 み あ げ 、 石 垣 の 最 上 部 は割 石 の 空 白 部 分 に 小 さな石

を 詰 あ て 頂 部 を 平 坦 に し て い る。 石 垣 の 表 面 は概 ね 平 坦 で 、 傾 斜 は

直 線 的 で くぼ み は な い 。 また 天 井 石 の上 面 に お け る観 察 に よれ ば 、

石 垣 よ り約0.4～0.8m程 の 幅 で 礫 混 りの 土 が 帯 状 に認 め ら れ る。

こ の部 分 の 土 は 周 囲 の 土 と比 較 して 明 らか に 異 質 な 様 相 を 呈 して お

り、 帯 状 の 部 分 は 石 垣 を 積 み あ げ る 際 の掘 方 と考 え られ 、 礫 は 石垣
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の 裏 込 め に 使用 され た もの で あ ろ う。 暗渠 両 側 面 の 東 側 の 部 分 で は

掘 方 は地 山 の粘 土 層 を 切 り込 ん で掘 られ て い る。 暗 渠 の 設 け ら れ た

部 分 は 、 ち よ う ど斜 面 の傾 斜 変 換 線 上 に あた る。

暗渠 の 出 口 よ り下 流 は平 坦 地 に溝 を 掘 っ た だ け の 簡 単 な水 路 で 、

水 路 幅 約0.85m、 深 さ約1.0～i.25m,を 測 り天 井 石 は な い 。 た

だ 水 路 の 両 側 面 は 、 こ ぶ し大 の河 原 石 を積 み あ げ て石 垣 を 築 い て い

る。 石 垣 の積 み 方 は 暗 渠 部 分 の石 垣 とほ とん ど違 い は な い が 、 こ こ

で は石 垣 の基 礎 部 分 に丸 太 を 横 た え 丸 木 杭 を打 ち 込 ん で あ った 。 こ

の 工 事 方 法 は 、 今 日で も まだ 実 施 され て い る工 法 で あ る 。

② 隧 道 建 設 の 時 期

清児隧道 が建 設 された 時期 は、 まだ十分 な文献 資料が発 見されて

い ないた め正確 な こ とはわか っていな い。 ただ地 元 に賎 され てい る

断片 的な記録や 伝承 な どか ら推定 して、お そ ら く江戸 時代 から 明治

時代 に建 設 された もので あろ うと言 わ 癒い る。調 査 した遺構か ら時

期を推定 すれ ば、天井石 に火薬 を使 用 して岩 を破砕 した痕跡が残 っ

て いる ことか ら、た とえ江戸 時代 の もので あ った と して もそ う古い

時期 の ものではない と言 うことがで きる。

火薬 を使用 して岩石 を破 砕す るようにな ったのは、文 久3年(1863)

に大 島高任 がは じめてお こな ってか らの ことであ る。 この ことか ら

考 えれば この隧 道 の建 設 され た時期 の上限 は、文久3年 を さかのぼ

る もので はない。 また 明治17年(1884)の 記録 には用水 の存

在 が明確 にわか る ことか ら考 えて、隧道 の建 設時期 は幕 末か ら明治

の は じめ ごろまで の間 と言xよ う。

β きつ ね ぼ り

きつねぽ りと呼 ばれ る、 この種の隧道 は流域変更 の用 水隧道 で あ

り、泉南地方 に於 いては数 多 く残 されてお り、今 日使用 されて いる

物 もい くつか ある。 きつね ぼ りは 明治時代 又はそれ以 前 に特別 の技

術 者が用水豊富 な水 系 よ り用 水不足 がちの水系へ灌 漑 して円滑 な需

給 調節を、 はか るため掘 削 された物 でその起源 は相当古 い時代 に、
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さか の ぼ る事 が 出来 よ う。 きつ ね ぼ りは トン ガ(五 分 サ キ)を 使 っ

て 掘i)ぬ くそ うで あ るが 、 そ の技 法 は 明 らか で な い 。

第5章 遺 物..

遺 物 と して は 、 瓦 、 茶 碗 片 、 ス リバ チ 片 、 ゲ タ等20点 以 上 を数

え るが 、 そ れ ら の 、 す べ て は 、 た び 重 な る近 木 川 の 増 水 に よ って 、

上 流 よ り運 び こ まれ た 土砂 と共 に 埋 没 した も の で あ り、 遺 物 の す べ

て は 、 最 近 まで 使用 され て い た も の で あ る。

第6章 件 番 用 水

(1)近 木 川 流 域 の 灌 漑 用 水

瀬 戸内式気候 区に属す る和泉地 方は、 きわめ て降雨 量が少 な く和

泉 山脈 か ら大阪 湾に 向って海 岸線に流れ る多 くの河川 も河の 幅が狭

く、水 量 も乏 しく、渇水 期には水が枯 れ て水無 し川 とな る。 しか し

農 業用水 を、 これ らの河川 に求 めなければな らない。 この地 方で は

河川 の上 流部 に井堰 を石 や木で設け て(現 在 ではギほ とん どコ ンク

リー トとな ってい る)用 水を水路 に よって引 いて溜池 に入 れ、必要

な時に引 いて灌 漑す る方法を古 くか ら今 日に至 るまで とって いる。

員塚市 に於い ては 、葛城 山系に源を発 す近木川 に井堰 を設け て灌

漑用水 を求めて いる。近木川 流域に設け られ る井堰 はその上 流、秬

谷川 との合流点 に位置 す る水 間寺の上手 に、木 島本井 堰、近 木庄用

水 の小 久保本井堰 が、水 間寺 の裏側 を流れ る秬 谷川 には、予備井 堰

として木 島用水 の木 島西井堰 、近木庄用 水の小 久保 西井堰 が設け ら

れ てい る。 これ らの井堰 は、行基菩薩 に教 えられて設け た と伝 えら

れ てい る。 その下流 の三 ツ松 には、麻生 井堰 、清児 には件井 堰、堤

には沢井堰 が設け られ てい る。
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木 島用 水(木 島本 井 堰 、 木 島 西 井 堰)

水 間 、 三 ッ松 、森 、 名 越 、 清 児 の 管 理 用 水 で あ り、 そ の 水 路 は

上 ケ タと呼 ば れ る水 路 と木 島 井 水 路 に 分 か れ て お り、 上 ケ タ水

路 は森 ノ大 池 、 集 原 池 に 至 り、 木 島井 水 路 は 鳥 池 よ り大 池 、 七

ツ池 に至 る。

近 木 庄 用 水(小 久 保 井 堰 、 小 久保 西 井 堰)

旧 南北 近 義 村 地 域 の 管 理 用 水 で あ り、 行 基 設置 と伝 え られ る 永

寿 池 よ り河 池 、 柳 池 、 小 都 池 、今 池 、三 宅 池 に 至 る 。

麻 生 郷用 水(麻 生 井 堰)

旧麻 生 郷 村 地 域 と石 才 の 管理 用 水 で あ り、 そ の井 水 路 は 三 ツ松 、

森 、 名 越 、 清 児 、 麻 生 中 よ り新井 池 に 至 る。

件 番 用 水(件 井 堰 、 新 井 堰)

畠 中 、加 治 、 神 前 、 脇 ノ浜 の管 理 用 水 で あ り、 そ の井 水 路 は 清

児 、 石 才 、 畠 中 よ り コ モ 池 、今 池 に 至 り、64町8反(現 在 は

約30町)の 水 田 を 養 な う。

沢用 水(沢 井 堰)

沢 、 浦 田 の管 理 用 水 で あ り、 そ の 井 水 路 は堤 、窪 田 よ り澱 池 に

至 る。

② 件 番用水 の成 立 と構成

件 番用 水 の 成 立 につ い て は詳 で な い 。 件 番 用 水 の名 称 は古 老 の 語

る と ころ に よ る と、 根 来寺 支 配 の 時 に 四 ケ村 の 年 貢 米 を九 駄 の 馬 で

納 め た と こ ろか ら起 って い る と伝 え て い る。

件 番 用 水 の 四 ケ村 は 、 畠 中村 、 加 治 村 、 神 前 村 、 脇 ノ浜 村 で あ り、

この 地 は 中世 の 高野 山領 と して 知 られ る近 木 庄 の地 域 で あ る。 近 木

庄 内 は、 上 番 、 中番 、 馬 郡 番 、 神 前番 の 四箇 番 に 分 か れ て いた 。

この番 の意 味 の 起 源 は 当番 制 か ら出 て い る もの と され 、 或 い は 水 利
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の交代制 に基づ く名称で あ るとも考 え られて い る。畠 中、要 家所蔵

の文書 目録 に記載 され る神前番之 支配 帳、件番 支配帳 には共 に畠 中

村、加治村、 神前村、 脇 ノ浜 村が 記載 されて お り、神前 の地 名か ら

も近木 庄神前番を此 の地 に も とめ る事が 出来 よう。 しか し神前番 と

件番 の名称 の、か かわ りあいにつ いて は詳で ない。

③ 用 水 施 設 と 配 分

件 番用 水に は件番井 堰 と新井堰(大 正末年 に設置)の 二つ の井堰

が設 け られて いるが、近木弼 の下流、脇 ノ浜 に設け られ る新井堰 は

現在 使用 され ていない。今 日使 用 され てい る件番井堰 は大 正初期 に

コンク リー ト造で 新設 され た もので 、その後補修が加 え られ て今 日

に至 ってい る。清 児隧道遺跡 は、 この コンク リー ト造の井堰 の完 成

に よって廃 止 され た もので あ り、以 前の井 堰 は現井 堰の上流 に設け

られて いた.件 番水利組合 共有文書 の清児村へ の約定証(明 治十七

年 六月十 三 日)に よって井堰 の附換 が行なわれ た事 が知れ る。清児

隧 道遺跡 は この時に設 け られた ものか或はそれ以 前に於 いて、すで

に設置 されてお り、 この時に は井堰 の附換の みが行 なわれ たのか は

明 らか でない。件番井水 路の分水地 点は一 ノ戸 と呼ばれ井水 路左側

の水 田に分水 され る。分 水は分水 板に よ って行なわれ る。旱魃 時 に

於い ては、件番井 堰、河 池、永寿 池の順 に よって職 水 が行 なわれ る。

件番用水 は、 四 ケ村 の64町8反 の水 田を養 な うが現 在では約30

町に減 少 し、用水の配 分は平均 的に行 なわれ てい る。 この為 、古 い

用 水配 合は詳でな いが要 家文書 目録 に は大 池之水一 戸にて石才 とわ

け 申事。慶長九年六 月十八 日、件番井水分水 、 明和 四年八月、栄寿

池分水 件番、 明和二年 九 月等 が記載 され てお り、江 戸時代に於 け る

件番 の用 水配分を知 る貴重 な資料 が残 され てい る。
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(4)件 番 用 水 の 組 織 と費 用

件 番 用 水 の 組 合 運 営 は 、 畠 中、 加 治 、 神 前 、 脇 ノ浜 よ り選 出 され

る各mの 水 利 委 員(年 番 と呼 ば れ る)に よ って 行 なわ れ て お り、

水 利 委 員 の 任 期 は2ケ 年 と され て い る。 水 利 委 員 長 で あ る年 番 惣 代

は 、一 ケ年 の廻 り持 に よ って 行 なわ れ て い る。 水 利 委 員 の 補 佐 役 で

あ る水 引 は、 畠 中2名 、 加 治2名 、 神 前1名 、 脇 ノ浜1名 の6名 が

選 出 され る池 守 は設 け られ て お らず 、 井 守(井 堰 の 管 理 人)1名 に

礼 金 と して 年7斗5升 の 米 が 支 払 わ れ て い る 。 用 水 経 費 の 負 担 は 、

石 高 割(江 戸時 代 の 各 村 の石 高 に よ って賦 課 され る方法)に よ って

行 なわ れ て い る。
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⑤ 年 中 行 事

1一月 初 検 分

年 番 惣 代 と水利 委 員 及 び 随員4名 に て行 な わ れ る。

2月 ケ タ掘

畠 中7名 、 加 治 、 神 前8名 、 脇 ノ 浜4名 の 日役 に て 行 な

わ れ る。

6月 ケ タ掘 、 溝 掘 、 樋 祝

溝 掘 は畠 中15名 、 加 治 、 神 前16名 、 脇 ノ浜7名 の 日

役 に て 行 なわ れ る。

樋 祝 は 最 初 に 池 の 樋 を抜 く時 に行 なわ れ る。 以 前 は6月

20日 で あ った が 現 在 は6月15日 に 、 今 年 も用 水 が 十

分 で あ りま す よ うに と 、 お の おの 樋 に 洗 い 米 、 酒、 塩 、

魚 を 供 えて 行 なわ れ る。

8月 ケ タ掘 、 溝 掘

9月 セ キ板 あ げ

水 引 が 行 な う。

12月 くれ 勘 定

支 配 割 と も呼 ば れ る 。以 前 は 盆勘 定 も行 な わ れ て い た 。
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